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LESSON 10

第10回 情報科教育法

授業案を考える

SNS投稿と個人情報・プライバシー
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Shunsuke Inagaki

FLOW 説明

今⽇の流れ
ラフ案を、発表できる形にする

1.第9回ラフ案の確認

2.全体への改善メッセージ

3.完成条件の確認

4.チェックポイントごとに直す

5.ノート欄を書く

6.短くリハーサルする

7.フォームとPPTXを提出する
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Shunsuke Inagaki

POSITION 説明

ここまでの流れ
SNS投稿サイクルの第2段階

n 第9回 ラフ案を作る

n 第10回 発表できる形に整える

n 第11回 1人15分程度で本発表する

n 第12回 コメントをもとに改善する

今日は「発表可能化」の回です。
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Shunsuke Inagaki

MESSAGE 改善

第9回ラフ案から⾒えたこと
危険探しから、条件を考える授業へ

SNS投稿を授業にする入口はできている。

今日直す方向：「SNSは危ないから気をつけよう」で終わらせない。

n どの条件なら投稿してよいのか。
n 誰に何を確認すべきなのか。
n どこを直せばよいのか。

ここまで考える授業にする。
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Shunsuke Inagaki

GOAL 完成条件

今⽇の完成条件
この8つがそろえば、次回発表できる

1.中心発問がある

2.具体的な場面がある

3.判断が分かれるジレンマがある

4.生徒が行う活動がある

5.生徒が提出するものがある

6.教師としての配慮がある

7.ノート欄に話す内容がある

8.15分発表の流れがある
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Shunsuke Inagaki

HOW 制作

今⽇の進め⽅
一気に全部は直さない

チェックポイントごとに直す。

1.中心発問

2.場面

3.ジレンマ

4.活動

5.提出物

6.ノート欄

7.発表の流れ

少し直す → フォームに書く → また直す
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Shunsuke Inagaki

CHECK 確認

はじめに確認する
今日、最初に直すところはどこか

n 第9回で作ったラフPowerPoint

n 第9回フォームの自分の回答

n 今日の第10回フォーム

手元に出したら、フォームQ1から始める。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 01 制作

中⼼発問を強くする
条件によって判断が分かれる問いにする

弱くなりやすい発問 強くする方向

l SNSで気をつけることは何か。

l SNSについて考えよう。

l この写真について何を感じるか。

l 条件によって判断が分かれる問いに
する。

l 授業の最後まで残る問いにする。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

中⼼発問の例
正解がすぐに決まらない問いにする

l サブ垢なら、本当に安全と言えるのか。

l 顔や名前が写っていなければ、個人情報を出していないと言えるのか。

l この写真は、どの条件なら投稿してよいのか。

l 限定公開なら、他者の情報を含む写真を投稿してよいのか。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

フォームに書く
Q2・Q3 改善後の中心発問を書く

Q2 改善後の中心発問を書く。

Q3 その発問で、高校生は何と何の間で迷うかを書く。

書いたら、最初の問いスライドを直す。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 02 制作

場⾯を具体化する
場面が具体的になると、判断が生まれる

l 誰が
l 何を
l どこに投稿するのか
l 誰に見せるつもりなのか
l 何が写っているのか
l 何に迷うのか

実在ではなく、架空の投稿でよい。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

場⾯の作り⽅
「SNSに写真を投稿する」から一段具体化する

弱い場面 強い場面

l SNSに写真を投稿する。 l 文化祭後、友人との写真を
サブ垢に投稿する。

l 顔は写っていない。

l でも、制服・校門・駅名・時間帯が
写っている。

l 投稿者は「サブ垢だから大丈夫」と
考えている。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

フォームに書く
Q4 高校生に見せる具体的な場面を書く

書いたら、場面提示スライドを直す。

確認すること

l 高校生が、その場面を想像できるか。

l 判断が分かれそうか。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 03 制作

ジレンマを作る
危ないところを探すだけで終わらせない

危ないところを探すだけでは、ジレンマになりにくい。

ジレンマにする条件

l どちらにも理由がある。

l どちらを選んでも失うものがある。

l 条件が変わると判断も変わる。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

ジレンマの例
投稿したい理由と、立ち止まる理由の両方を置く

n 今すぐ共有したい。
でも、写っている人全員には確認できていない。

n サブ垢なら友達だけだから投稿したい。
でも、保存・スクショ・転送までは止められない。

n 顔を隠せば十分だと思う。
でも、背景や時間から生活圏が推測される。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

フォームに書く
Q5 自分の授業のジレンマを書く

書くこと

l どちらの判断にも、どんな理由があるか。

l どの条件が変わると、判断が変わるか。

書いたら、場面や問いを直す。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 04 制作

⽣徒の活動を具体化する
「考える」「話し合う」だけで終わらせない

l 何を見るか

l 何を比べるか

l 何を選ぶか

l 何を書き直すか

l 何を理由づけるか

l 誰と共有するか

活動は、中心発問につなげる。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

活動の例
最後は、理由を書かせる

l 投稿カードを分類する

l 公開範囲を変えて判断する

l 写真から読み取れる情報を探す

l 投稿者・写り込む人・見る人で考える

l 投稿文や写真の直し方を考える

l 投稿してよい条件を作る

分類しただけで終わらせず、理由を残す。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

フォームに書く
Q6・Q7 生徒にさせる活動を書く

Q6 生徒にさせる活動を書く。

Q7 その活動が、中心発問を考えるためにどう役立つかを書く。

書いたら、活動スライドを直す。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 05 制作

提出物を⾒直す
感想だけで終わらせない

l 判断

l 理由

l 条件

l 確認すべき相手

l 直すべき情報

l まだ迷っていること

l 自分の投稿前ルール
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

フォームに書く
Q8・Q9 生徒が最後に提出するものを書く

Q8 生徒が最後に提出するものを書く。

Q9 その提出物から、教師は何を確認できるかを書く。

書いたら、振り返り・提出物スライドを直す。
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Shunsuke Inagaki

CHECKPOINT 06 ノート

ノート欄を書く
誰が見ても、授業の進行が分かるようにする

l 中心発問

l 場面提示

l 活動の指示

l 深める問い

l 提出物・振り返り

書くこと：何を話すか／生徒に何をさせるか
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

ノート欄の例
このくらい書ければよい

このスライドでは、投稿場面を提示する。

生徒にはまず、投稿してよいかを個人で判断させる。

ここでは正解を言わず、理由を出させる。

その後、公開範囲を変えた場合に判断が変わるかを考えさせる。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

最終フォームを書く
第11回発表前の準備記録にする

フォーム Q10〜Q12

l 今日直したこと
l まだ残っていること
l 第11回で見てほしいこと
l PPTXの提出状況
l ファイル名

フォームは、第11回発表前の準備記録になる。
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Shunsuke Inagaki

SUBMIT 提出

今⽇提出するもの
PPTXとフォームを、授業内に出す

l 第10回フォーム

l SNS投稿授業案の発表版PowerPoint

ファイル名例
学籍番号_氏名_SNS投稿授業発表版.pptx

今日の提出版を、第11回の本発表で使う。
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Shunsuke Inagaki

NEXT 次回接続

次回の本発表
第11回：1人15分程度で発表する

l対象

l中心発問
l高校生に見せる場面
l判断が分かれるところ

l生徒の活動

l生徒の提出物
l教師として気をつけること
lまだ迷っている点
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Shunsuke Inagaki

FINAL まとめ

今⽇のまとめ
次回、本発表を行う

n 危険探しで終わらせない

n 条件によって判断が分かれる問いにする

n 場面を具体化する

n 活動と提出物をつなげる

n ノート欄に授業の進行を書く

第11回は、発表版PowerPointを使って本発表する。
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